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2020 Jun 1．36乾癬の治療の幅が広がった—バイオ製剤の導入—乾癬；p. 82-3.
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16) Takahashi T, Kido M, Sasabayashi D, Nakamura M, Furuichi A, Takayanagi Y, Noguchi K, Suzuki M. Gray matter changes 
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fpsyt.2020.00659. 
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2020 May; 56(1): 138-42. doi: 10.34456/jjspnm.56.1_138.
3) 須田尚美, 津田さやか, 生水貫人，草開妙, 山田清貴, 田中智子, 米田徳子, 塩崎有宏, 米田　哲．産科的医療介入が
重度の右心不全を助長しTerminationを余儀なくされたと考えられるファロー四徴症術後合併妊娠の一例．日本
周産期・新生児医学会雑誌．2020 May; 56(1): 188-92．doi: 10.34456/jjspnm.56.1_188.
4) 長岡貢秀，牧本優美，猪又智実，齊藤　悠，田村賢太郎，川﨑裕香子，吉田丈俊．非侵襲的一酸化窒素吸入療
法を施行した重症新生児慢性肺疾患の一例．日本周産期・新生児医学会雑誌．2020 Jan 1; 56(1): 182-187. 
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10) Kagoyama K, Makino T, Minamisaka T,  Shimizu T. Intravascular myopericytoma on the right dorsal foot. Eur J Dermatol. 
2020 Dec 1; 30(6): 736-7. doi: 10.1684/eid.2020.3906.
◆	 総　説
1) 米田　哲，米田徳子．特集【必携】専攻医と指導医のための産科診療到達目標.病態・疾患編【妊娠中】絨毛膜羊膜炎．
周産期医学．2020 Aug; 50(8): 1332-4.
2) 鹿島美友紀，田村　愛，吉田丈俊．【NIICUで看護師を育てる】超低出生体重児の管理で学ぶべき知識を整理し
たツールの作成と活用の実際　経験年数2年以下が主力の看護チームにおいて，不安軽減と看護の標準化，さら
なる質向上を目指した現場目線の教育システム．こどもと家族のケア．2020 Feb 1; 14(6): 29-47.
3) 吉田丈俊．【[必携]専攻医と指導医のための新生児診療到達目標】検査　モニター　ベッドサイドモニター　
SpO2．周産期医学．2020 Apr 1; 50(4): 496-498.
4) 吉田丈俊．周産期の最新情報　C--A--T--C--H THE NOW　帝王切開分娩と母児関係新知見　エコチル調査，産後
1年時点でのボンディングを評価．ペリネイタルケア．2020 Oct 1; 39(10): 1082-1086.
5) 齋藤　滋，桑間直志，吉田丈俊．【HTLV--1母子感染をもっと知ろう】各地域の母子感染予防対策の実際．富山
県周産期医学．2020 Oct 1; 50(10): 1751-1754.
◆	 学会報告
1) 森田未香，杉江和茂，関口敬文，坂本純子，上野智浩，川筋仁史，河合暦美，酒巻一平，山本善裕，仁井見英樹．
血液培養を抗菌薬適正使用に繋げた事例報告1．第31回日本臨床微生物学会総会・学術集会；2020 Jan 31-Feb 2；
金沢．（招待講演） 
2) 道野淳子，安村敏，大槻晋也，富山隆介，中出祥代，佐竹伊津子，山本由加里，仁井見英樹．手術室での電子
冷却式血液搬送装置使用の有用性について．第68回日本輸血・細胞治療学会総会；2020 May 28-30；札幌（誌上）． 
3) 坪田英里奈，近藤実咲，片沼晶子，上野由美 ，桑原卓美，野村恵子，上野智浩，仁井見英樹．微細顆粒好酸球
の出現により好中球との鑑別に苦慮した一過性骨髄異常増殖症(TAM)の一症例．第21回日本検査血液学会学術
集会；2020 Jul 11-12；金沢（オンライン）． 
4) 杉江奈々，仁井見英樹，酒巻一平，山本善裕，北島勲．カンジダ血症における起炎菌迅速同定検査法 （IM Q-probe法）
の確立．第27回日本遺伝子診療学会大会；2020 Sep 10-12；仙台（オンライン）． 
5) 松永　楓，杉江奈々，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．CHIPS法により，先天性プロトロンビン異常症
Prothrombin Himi I/IIを同定した一例．第27回日本遺伝子診療学会大会；2020 Sep 10-12；仙台（オンライン）． 
6) 上野智浩，氏原康裕，梅野詳子，多賀由紀子，仁井見英樹，北島勲．「検査の見える化」ー労務管理と改善ー．
第60回日本臨床化学会年次学術集会；2020 Oct 30-Nov 1；オンライン． 
7) 杉江奈々，松永楓，上野智浩，北島勲，仁井見英樹．先天性プロテインS欠乏症II型の検査法とアプローチ法の構築．
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第60回日本臨床化学会年次学術集会；2020 Oct 30-Nov 1；オンライン． 
8) 松永　楓，杉江奈々，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．先天性プロトロンビン異常症Prothrombin Himi I/IIを同
定した一例．第60回日本臨床化学会年次学術集会；2020 Oct 30-Nov 1；オンライン． 
9) 氏原康裕，東智輝，川島猛志，梅野詳子，多賀由起子，上野智浩，川筋仁史，山本善裕，仁井見英樹，北島勲．
新型コロナウイルス感染症（COVID-19)重症化を反映するバイオマーカーの検討．第60回日本臨床化学会年次
学術集会；2020 Oct 30-Nov 1；千代田区（オンライン）． 
10) 氏原康裕，富山隆介，上野智浩，仁井見英樹，北島勲．新型コロナウイルス感染症（COVID-19)重症化を反映
する炎症・凝固線溶マーカーの検討．第67回日本臨床検査医学会学術集会；2020 Nov 19-2020 Nov 22；盛岡． 
11) 上野智浩，杉江和茂，仁井見英樹，北島勲．検査の見える化ー労務管理と適正配置ー．第67回日本臨床検査医






物学会総会・学術集会；2020 Jan 31-Feb 2；金沢．（招待講演） 
14) 仁井見英樹，松井篤，北島勲．ATP蛍光発光検出法を基盤とした新たな迅速薬剤感受性試験法．第31回日本臨床
微生物学会総会・学術集会；2020 Jan 31-Feb 2；金沢． 
15) 仁井見英樹，東祥嗣，宮腰晃央，斎藤滋，山本善裕，北島勲．新規バイオマーカーとしての「菌数」の遺伝子検査．
第27回日本遺伝子診療学会大会；2020 Sep 10-12；オンライン．（招待講演） 
16) 仁井見英樹，上野智浩，北島勲．ATP蛍光発光検出法を基盤とする新たな迅速薬剤感受性試験法の開発．第６０
回日本臨床化学会年次学術集会；2020 Oct 30-2；オンライン． 
17) 仁井見英樹，上野智浩，北島勲．カンジダ血症における起炎菌迅速同定検査法（IM Q-probe法）の開発．第６０
回日本臨床化学会年次学術集会；2020 Oct 30-Nov 2；オンライン． 
18) 仁井見英樹．Factor X heterozygous mutation in a patient with potential risk of bleeding: A case report. 日本人類遺伝学
会第65回大会；2020 Nov 18-20；オンライン． 
19) 仁井見英樹，松井篤，河野麻理，小嶋望実，北島勲．敗血症疑い患者におけるXNの好中球関連パラメーターの
有用性の検討．第67回 日本臨床検査医学会学術総会；2020 Nov 20-22；岩手（オンライン）． 
20) 荒木左諭，米田徳子，津田さやか，川口美保子，古田　淳，才津義亮，島田なつみ，新居絵理，田中智子，竹村京子，
伊藤実香，塩﨑有宏，中島彰俊，米田  哲．当科のCOVID-19対策．令和2年度富山県産科婦人科学会第1回例会・
特別講演会；2020 Jul 16；富山． 
21) 竹内麻優子，米田徳子，才津 義亮，草開　妙，津田さやか，伊藤実香，米田　哲，塩崎有宏，齋藤　滋．心疾
患合併妊婦の周産期予後の検討から明らかになった妊娠管理の注意点．第72回日本産科婦人科学会学術講演会；





23) Yoneda N, Yoneda S, Tsuda S, Ito M, Shiozaki A, Saito S. Appropriate antibiotic administration can eradicate intra-amniotic 
infection in patients with preterm labor and intact membranes. 第72回日本産科婦人科学会学術講演会；2020 Apr 23-
28；東京（オンライン）． 
24) 伊藤実香，津田さやか，島田なつみ，新居絵里，田中智子，米田徳子，塩崎有宏，中島彰俊，米田　哲．胎児
腹腔内臍帯静脈瘤の 4 例．第6回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演会；2020 Dec 8-15；金沢（web開催）． 
25) 川口美保子*，伊藤実香，荒木左諭，島田なつみ，古田　淳，新居絵理，才津義亮，田中智子，津田さやか，米
田徳子，塩﨑有宏，中島彰俊，米田　哲，室月淳．胎児3D-CTが出生前診断に有用 であった骨形成不全症の2例．













肺炎を合併したlate preterm児．第52回日本小児感染症学会学術集会；2020 Nov 7-8；(オンライン)． 
28) 牧野輝彦，清水忠道．サルコイドーシスを合併した抗PM-SCL抗体陽性皮膚筋炎．強皮症・膠原病国際シンポジ
ウム2020；2020 Mar 14；金沢． 
29) Makino T, Matsui Y, Mizawa M, Shimizu T. Agminated flexural melanocytic nevus with Langerhans cell histiocytosis. 第24
回国際色素細胞学会；2020 Jun 18-2020 Jun 21；山形(抄録発表)． 
30) Makino T, Mizawa M,  Yoshihisa Y, Yamamoto S, Tabuchi Y, Miyai M, Shimizu T. Trichohyalin-like 1 protein plays a 
crucial role in the proliferation of normal human keratinocytes and squamous cell carcinoma cells. 第45回日本研究皮膚科
学会；2020 Dec 11-13；名古屋（オンライン）． 
31) 清水教子，三澤　恵，牧野輝彦， 清水忠道，谷内江明宏，千代恵里子．種痘様水疱症の１例．第465回日本皮膚
科学会北陸地方会；2020 Feb 16；金沢． 
32) 古川史奈，牧野輝彦，虎井僚太郎，鹿児山　浩，清水忠道．ニボルマブ投与中に乾癬様皮疹を生じた2例．第
465回日本皮膚科学会北陸地方会；2020 Feb 16；金沢． 
33) 古川史奈，牧野輝彦，松井　悠，三澤　恵，村上　純，清水忠道．特異疹を伴った慢性骨髄単球性白血病の1例．
第119回日本皮膚科学会総会；2020 Jun 4-7；京都（オンライン）． 
34) 松井　悠*，牧野輝彦，虎井僚太郎，森　直哉，加藤泰輔，高崎麻美，種市尋宙，板持　雅恵，清水忠道．体
幹四肢の広範囲に紅斑・丘疹を呈したHuman Parechovirus感染症の1例．第120回日本皮膚科学会総会；2020 Jun 
4-7；京都（オンライン）． 
35) 竹本景太，牧野輝彦，清水忠道．当科で経験した外陰部に生じた基底細胞癌の検討．第16回加齢皮膚医学研究会；
2020 Jul 18-19；神戸（オンライン）． 
36) 森　修一，牧野輝彦，清水忠道，北野　佑．Morbihan病の1例．第467回日本皮膚科学会北陸地方会富山県分科会；
2020 Sep 6；富山． 
37) 森　直哉，牧野輝彦，清水忠道．結節性硬化症の血管線維腫に対する炭酸ガスレーザーとシロリムスゲルの併
用療法．第467回日本皮膚科学会北陸地方会富山県分科会；2020 Sep 6；富山． 
38) 牧野輝彦．エキシマレーザー XTRAC® Velocity7による難治性皮膚疾患に対する治療．第71回日本皮膚科学会中
部支部学術大会；2020 Oct 10-11；岐阜（オンライン）．（招待講演） 
39) 虎井僚太郎，牧野輝彦，林　政雄，清水忠道．Adult Blaschkolinear Acquired Inflammatory Skin Eruption(BLAISE)
の2例．第71回日本皮膚科学会中部支部学術大会；2020 Oct 10-11；岐阜（オンライン）． 
40) 虎井僚太郎，牧野輝彦，松井　悠，清水忠道．Epitope Spreadingを生じた尋常性天疱瘡の1例．第468回日本皮膚
科学会北陸地方会；2020 Dec 13；金沢（オンライン）． 
41) 寺田義之，虎井僚太郎，牧野輝彦，清水忠道，野嶋孝則．慢性アルコール中毒患者に生じた亜鉛欠乏性皮膚炎
の一例．第468回日本皮膚科学会北陸地方会；2020 Dec 13；金沢（オンライン）． 
42) 森　直哉，牧野輝彦，松井　悠，古川史奈，原　寛，清水忠道．子宮体癌が発症に関与したIgA血管炎．第50回












48) 渡邊 善之，藤坂 志帆，Nawaz Allah，山本 誠士，桑野 剛英， 西村 歩，角 朝信，岡部 圭介，五十嵐喜子，劉 建輝，
Bilal Muhammad, 八木 邦公，戸邉 一之．CD206陽性M2マクロファージ除去は内臓脂肪および 肝の線維化を軽減
し糖代謝を改善する．第63回日本糖尿病学会年次学術集会；2020 Oct 5-16；滋賀． 
49) 藤坂　志帆，渡邊　善之，Allah Nawaz，角　朝信，Muhammad Bilal, 西村　歩，桑野　剛英，劉　健輝，朴木　
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久恵，八木邦公，戸邉　一之．栄養組成による腸内細菌叢と糖代謝の相違．第63回日本糖尿病学会年次学術集会；






52) Sasabayashi D, Takayanagi Y, Takahashi T, Mizukami Y, Katagiri N, Sakuma A, Obara C, Koike S, Nakamura M, Furuichi 
A, Kido M, Nishikawa Y, Noguchi K, Yamasue H, Matsumoto K, Mizuno M, Kasai K, Suzuki M. Relationship between 
cortical thickness and functional outcome in individuals at risk of psychosis. The 7th Biennial Schizophrenia International 
Research Society Conference; 2020 Apr 4-8; Florence（オンライン）． 
53) 笹林大樹，高柳陽一郎，高橋努，藤本岳，古市厚志，木戸幹雄，中村美保子，野口京，鈴木道雄．統合失調症
スペクトラムにおける脳幹体積の検討．第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・
第４回日本精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP2020）合同年会；2020 Aug 21-23；仙台（オンライン）． 
54) 高橋 努，木戸幹雄，笹林大樹，中村美保子，古市厚志，高柳陽一郎，野口 京，鈴木道雄．統合失調症圏におけ
る島回体積の縦断変化．第50回日本神経精神薬理学会年会・第42回日本生物学的精神医学会年会・第４回日本
精神薬学会総会・学術集会（NPBPPP2020）合同年会；2020 Aug 21-23；仙台（オンライン）． 
55) 福田令．海外での「遺伝子検査ビジネス」の規制に関する動向とわが国の現状と今後の展望．日本人類遺伝学
会第65回大会；2020 Nov 20-22；岩手（オンライン）．（招待講演） 
56) 福田令，近藤朱音,山内泰子,沼部博正．オーストラリアでの遺伝カウンセリング短期研修．第44回日本遺伝カウ
ンセリング学会学術集会；2020 Jul 3-5；沖縄（オンライン）． 
◆	 その他
1) 仁井見英樹．〈特集〉感染症医療の未来を拓く新たな検査．臨床化学．2020 Oct 1; 49(4): 250-250. 
2) 松井篤，仁井見英樹．ATP発光計測による迅速な薬剤感受性試験法．臨床化学．2020 Oct 1; 49(4): 258-264. 
3) 渡部 晋一，米田 徳子．日本周産期・新生児医学会周産期シンポジウム運営委員会　プレコングレス　胎児疾患


































13) 仁井見英樹．感染症起炎菌の迅速同定・定量・ 感受性試験法の開発．富山大学PME養成プログラム2020 第20回
公開セミナー；2020 Nov 27；富山（オンライン）．（招待講演）
14) 仁井見英樹．臨床と研究 ーより良き医療を推進するための両輪ー．初期臨床研修医スキルアップセミナー 
2020；2020 Dec 5；富山（オンライン）．（招待講演）
15) 牧野輝彦．多血小板血漿と高圧酸素療法を用いた皮膚潰瘍治療．Dermatologic Clinical Conference in Toyama; 2020 
Oct 15；富山（オンライン）．（招待講演）
16) 牧野輝彦．痤瘡治療UP DATE〜耐性菌を意識した薬剤の選択〜．上越皮膚学術講演会；2020 Oct 17；上越（ハ
イブリッド）．（招待講演）
17) 牧野輝彦．小児のスキンケアーアトピー性皮膚炎を中心にー．富山県小児三木会；2020 Jul 18-19；富山（オン
ライン）．（招待講演）






21) 古市厚志．熱中症の治療後に記憶障害が遷延した一例．第59回デメンシアカンファレンス；2020 Feb 18；富山．
22) 福田令．大学病院での認定遺伝カウンセラーの活動とその役割について．第125回福井臨床遺伝研究会；2020 
Dec 21；福井（オンライン）．
23) 米田徳子．妊娠・出産を考えるフォーラム　自分のライフプラン・キャリアプランを考えよう．2020 Jan 9；富山．
招請講演
24) 米田徳子．事例紹介①　KOUNO-TORI study Web研究会2020〜WEST〜．2020 Oct 30；富山（オンライン）．招
請講演
25) 米田徳子．大人になる前のわたしたちのために　〜子宮頸がんワクチンについて〜．2020 Dec；富山（オンライン）．
26) 米田徳子．不育症．2020 Dec 19；富山．招請講演
27) 米田徳子．今号のご相談‘出生前診断’高齢出産になるので出生前診断が気になっています．くわしく教えて
ください．はっぴーママ健康相談室 はっぴーママ富山版2020 Spring vol, 72; p. 8
28) 米田徳子．チューリップテレビ　Nスタ．2020 May 1；富山．新型コロナウイルス　活動の放映
29) 米田徳子．北日本新聞．2020 May 22；富山．新型コロナウイルス　活動の放映
30) 伊藤実香．富山県女性健康相談センター・不妊専門相談センター健康教室「妊活中に知っておきたい妊娠のこと」．
2020 Oct 26-2019 Feb 5；富山．
31) 清水忠道，牧野輝彦，三澤　恵．富山大学附属病院における「地域連携の会」を通じた病診連携の推進．2020 
Dec; Expert Interview
32) 牧野輝彦．Cross Functional Collaboration Seminar〜皮膚科領域における医療連携を考える〜．2020 Dec 7；富山（オ
ンライン）．富山大学皮膚科における医療連携の取り組み
33) 福田令．乳がんの遺伝カウンセリング．2020 Jul 21.
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